
 

 

 

 

 

 

 

 

SSH成果発表会 代表班 決定 

令和５年２月 22日（水），那須野が原ハーモニーホ

ールで実施予定の本校主催「SSH課題研究成果発表会」

の代表班が決定しました。詳細に関しましては後日、

本校 HP等で案内を掲載いたします。 

【２学年課題研究代表班】 

 

 

 

 

 

 

【ＳＳＣ代表班】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

実施日：令和４年 11月８日（火）14:25～16:05 

会 場：本校第１体育館・第２体育館・教室 

発表者：２学年全生徒（課題研究班全 50グループ） 

        ゲスト校（大田原女子高校,那須拓陽高校， 

         馬頭高校 計７グループ） 

方 法：ポスター発表 

（Zoomによるオンライン配信も実施） 

参観者：SSH運営指導委員，JST，大学関係， 

栃木県教育委員会，栃木県総合教育センター， 

県内教職員，同窓会，保護者等   

計 77名（オンライン参加者も含む） 

発表会の様子 

１年生及び来校者に向けて 

各班、ポスター発表を行いました。 

 

 

 

 

～ Inspiration Through Perspiration ～ 

 

SSH 中間発表会 特集 

Information 
○１２月実施の主なＳＳＨ行事予定 【 】：対象 

１２月 ５日 サイエンス特別講座『ＫＥＫキャラバン』【２学年物理選択者】三塚岳 氏（ＫＥＫ） 

２４日 わくわくドキドキサイエンス（小学生向け科学教室 講師：本校生）【希望者】 

   ２６日 宇都宮大学施設見学会【１学年希望者】 

   ２８日 筑波研究施設見学会【２学年希望者】 

○１学年課題研究「研究計画書」作成開始！ 【様式２】指導教員へ提出締切：20日 

㊗化学グランプリ 関東支部奨励賞：石川倭（３年），松本昂樹（３年） 

                    大高ＳＳＨ通信   第 10号 

 

栃木県立大田原高等学校ＳＳＨ部 

令和 4(2022)年 12 月６日 

令和 4年度 

班番号 分野 SDGs テーマ

10 複合領域 健康福祉 登山における必要水分摂取量の指標の検討

11 情報
産業・

技術革新
心理的距離と理解の関係性

13 環境 気候変動 微生物燃料電池の電解質の違いによる起電力

33 生物 エネルギー 和楽池からエネルギーを作る

43 工学 エネルギー ブルーライトを低減させる身近な物質に関する研究

45 工学 まちづくり 電動車普及の実現に向けての提案

No.

1

2

飯舘村実地研修報告　～飯舘村の今２０２２～

テーマ

栃木県北部が目指す理想的なエネルギー構成に迫る


